
町
長　

サ
ー
ビ
ス
向

上
を
目
指
す
。

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

部
制
導
入
で
窓
口
サ
ー

ビ
ス
の
効
率
化
は
。

質
問　

町
は
、各
地
域
に
よ
っ

て
生
活
環
境
が
異
な
り
、

課
題
・
要
望
も
様
々
で
あ

る
。
財
政
力
を
活
か
し
、

住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
目

指
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ

で
次
の
点
に
つ
き
町
長
の

所
見
を
伺
う
。

問　
　

東
京
都
に
お
け
る

財
政
力
の
順
位
は
。

町
長　

18
年
度

決
算
に
お
い
て
、

財
政
力
指
数
は

1
・
0
9
0
で
都

内
市
町
村
中
10

位
。
経
常
収
支

比
率
は
82・2
で

２
位
。

問　
　

町
長
が

目
指
す
町
づ
く

り
と
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
優
先
順

位
は
。

町
長　

住
民
の

ニ
ー
ズ
や
社
会

情
勢
の
動
向
を
把
握
し
、

費
用
対
効
果
を
考
え
、
優

先
す
べ
き
事
業
を
決
定
し

た
い
。

問　
　

地
域
住
民
の
要
望

に
応
え
る
財
政
支
援
は
。

町
長　

住
民
と
の
協
働
や

既
存
の
施
設
活
用
に
努
め
、

そ
の
上
で
財
政
支
援
の
必

要
性
を
見
極
め
た
い
。

問　
　

財
政
健
全
化
法
へ

の
対
応
と
さ
ら
な
る
財
政

力
向
上
の
た
め
の
施
策
は
。

町
長　

土
地
区
画
整
理
事

業
や
優
良
企
業
誘
致
を
進

め
、
地
域
経
済
を
活
性
化

し
て
財
政
基
盤
の
充
実
を

図
り
た
い
。

質
問　

こ
れ
か
ら
の
自
治

体
は
、
自
ら
の
創
意
工
夫

に
よ
っ
て
個
性
豊
か
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
な
け
れ

ば
、
10
年
後
に
は
自
治
体

間
に
相
当
の
格
差
が
つ
く

と
思
わ
れ
る
。
行
政
主
導

で
な
く
、
民
間
団
体
や
住

民
が
協
力
し
て
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
る
事

例
を
見
る
こ
と
は
、
職
員

の
視
点
を
転
換
さ
せ
る
こ

と
に
な
り
、
新
た
な
発
想

が
生
ま
れ
る
。
そ
こ
で
、

将
来
を
担
う
若
手
職
員
を

対
象
に
「
視
察
研
修
派
遣

事
業
」
を
始
め

た
ら
ど
う
か
。

町
の
活
性
化
と

発
展
に
効
果
的

事
業
と
考
え
る

が
、
町
長
の
所

見
を
伺
う
。

町
長　

町
で
は
、

こ
れ
ま
で
も
職

員
研
修
所
に
お

け
る
研
修
の
ほ

か
、
町
独
自
の

研
修
を
進
め
て

き
た
。
17
年
か

ら
は
、
必
要
に

応
じ
て
職
員
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
の
視
察
研
修

も
実
施
で
き
る
よ
う
予
算

化
し
て
い
る
。
ま
た
、
部

制
移
行
を
好
機
と
と
ら
え
、

職
員
自
ら
が
ま
ち
づ
く
り

の
課
題
を
提
起
で
き
る
よ

う
、
部
内
研
修
の
実
施
を

指
示
し
た
。
視
察
研
修
派

遣
事
業
に
つ
い
て
は
、
必

要
性
を
随
時
判
断
し
て
実

施
し
た
い
。

質
問　

文
部
科
学
省
は
、

教
育
環
境
を
改
善
し
、
教

師
が
子
ど
も
と
向
き
合
う

時
間
を
確
保
す
る
た
め
、

教
職
員
を
増
員
す
る
と
と

も
に
、
７
０
０
０
人
の
非

常
勤
講
師
を
配
置
す
る
計

画
で
あ
る
。
外
部
人
材
の

活
用
を
推
進
す
る
た
め
「
退

職
教
員
等
外
部
人
材
活
用

事
業
」
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

教
師
が
子
ど
も
と
向
き
合

う
時
間
の
拡

充
を
図
る
上

か
ら
、
次
の

点
に
つ
い
て

伺
う
。

問　
　

習
熟

度
別
少
人
数

指
導
の
充
実
。

教
育
長　

町

の
全
小
学
校

に
は
算
数
科

の
教
員
が
、

瑞
中
に
は
数

学
科
、
二
中

に
は
数
学
科

と
英
語
科
の
教
員
が
そ
れ

ぞ
れ
加
配
さ
れ
て
い
る
。

問　
　

小
学
校
高
学
年
に

お
け
る
専
門
科
教
育
の
充

実
。

教
育
長　

学
校
の
規
模
に

よ
り
音
楽
、
図
画
工
作
、

理
科
な
ど
に
専
科
教
員
が

配
置
さ
れ
て
い
る
。

問　
　

小
１
プ
ロ
ブ
レ
ム
・

不
登
校
等
へ
の
対
応
。

教
育
長　

小
１
で
学
校
不

適
応
の
状
況
が
現
れ
た
場

合
に
は
、
サ
ポ
ー
ト
・
テ

ィ
ー
チ
ャ
ー
を
配
置
。
ま

た
、
不
登
校
に
つ
い
て
は
、

二
中
に
都
か
ら
１
名
教
員

が
配
置
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

教
育
支
援
ス
タ
ッ
フ
の
配

置
や
適
応
指
導
教
室
の
充

実
を
図
っ
て
い
る
。

質
問　

田
辺
三
菱
製
薬
の

血
液
製
剤
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ

ン
は
、
全
国
に
数
万
人
も

の
薬
害
肝
炎
患
者
を
発
生

さ
せ
た
。
こ
の
血
液
製
剤

は
母
子
感
染
の
可
能
性
も

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

手
術
の
縫
合
用
接
着
剤
フ
ィ

ブ
リ
ン
が
使
用
さ
れ
た
方

も
薬
害
肝
炎
に
感
染
し
た

可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
、

町
長
に
伺
う
。

問　
　

近
隣
で
フ
ィ
ブ
リ

ノ
ゲ
ン
、
フ
ィ
ブ
リ
ン
を

使
用
し
た
医
療
機
関
と
使

用
期
間
は
。

町
長　

医
療
機
関
は
、
厚

生
労
働
省
の
資
料
で
公
表

さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ

る
。
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
は
、

昭
和
39
年
か
ら

40
年
以
上
、
フ
ィ

ブ
リ
ン
は
、
昭
和

56
年
か
ら
昭
和

62
年
ご
ろ
ま
で
。

問　
　

投
薬
患
者

の
割
り
出
し
は
可

能
か
。

町
長　

医
師
法
に

よ
り
カ
ル
テ
の
保

存
は
５
年
間
で
あ

り
、
個
人
情
報
保

護
法
の
観
点
か
ら

も
難
し
い
。

問　
　

住
民
へ
の
周
知
や

相
談
体
制
な
ど
、
町
と
し

て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む

の
か
。

町
長　

町
が
毎
年
実
施
し

て
い
る
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

診
に
あ
わ
せ
、
広
報
な
ど

で
周
知
し
て
い
く
。
ま
た
、

相
談
体
制
に
つ
い
て
は
、

国
や
都
の
機
関
の
窓
口
を

紹
介
す
る
な
ど
、
対
応
を

し
て
い
く
。
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